








































Movies Innovate Live Education classroomの頭文字から「スマイル学習」とも呼び、先生（学校）の動画によっ
て、教室がより革新する授業（学校と家庭がシームレスにつながる学習）という意味がある。これは、児童・
生徒が自宅にデバイスを持ち帰り、動画を用いて予習し、翌日の授業で、予習してきた内容を学級やグループ
で話し合い活動をしながら共有することで、発展的な学習に結び付ける学習方法である。このスマイル学習で
用いる学習教材は、武雄市の教員とワオ・コーポレーション（算数）、ニュートン・プレス（理科）、ブックス
キャン（国語）が作成したオリジナル教材である。
　2014年4月から小学校4年生以上の算数、小学校3年生以上の理科、2015年4月から中学校1～3年生の数学と理
科、2015年10月から小学校2年生～4年生の国語で、それぞれスマイル学習が始まった。
　このスマイル学習によって期待されることは、予習をすることで授業の事前知識を得ているため、児童・生
徒がより意欲的に授業に取り組むことができ、主体性を育むことができること、教職員は、児童・生徒の学習
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状況・理解度を把握できるため、授業の難易度を直前で調整することができることである。また、授業では、
学級やグループで話し合い活動を行うため、「協働的な問題解決能力」を育成することもできる。ひいては、
家庭学習による定着や協働的スキルの習得をめざすことで、学力観と学習方法の変容を促すこと、従来型の学
力観や学習方法と大きく異なることから、教職員と保護者との協働を促すことも期待できる。
　ただし、スマイル学習は、対象教科の全授業で展開しているのではなく、小学校での平均対象率は算数
17%、理科21%、国語4%である。
　今年度の研究プロジェクトの成果は、以下の通りである。
（1）学会報告
「武雄市における「ICTを活用した教育」の現状と課題」（日本経済政策学会第47回全国大会、2017年5月28日：
亜細亜大学）
　本報告では、本研究プロジェクトにおける以下の3点の意義について報告した。
①　日本初の試み：市内の全小・中学校の児童生徒に一人1台のタブレット端末を配布し、スマイル学習を実
施する
②　教育調査としての独自性：教育改革の「効果」を児童生徒の学力や学習状況だけでなく、教職員、保護者
への影響も含め、定義し、「学力観」の変容そのものが対象とする
③　本研究プロジェクトを、教育改革の成果と課題を共有する機械と位置づけた独自性：市内のすべての児童
生徒、教職員、保護者を対象とした調査である
　そのうえで、2017年1月～2月に実施した「スマイル学習理解度調査」の分析結果を通じて検証した。
　この「スマイル学習」を実施したグループと実施しなかったグループに分け、CRT（Criterion Referenced 
Test、目標基準準拠テスト）との相関分析を検討した。
　本報告に対して、討論者の名古屋学院大学・児島完二氏からは、クラウド活用やAI支援等今後の展望など
に対してコメントをいただいた。
（2）夏季公開授業
（2017年7月26日：武雄市立武内小学校）
　武雄市立武内小学校で夏季公開授業が実施され、研究メンバーも公開授業に臨んだ。5年生算数では、新し
く更新されたタブレットでのスマイル学習利用授業が公開された。また、2年生体育では、タブレットで動画
を撮影しながらボール投げを工夫していく授業が公開された。いずれも、新しいタブレットでしかできないこ
とではなかったが、タブレットの性能が向上したことから、使いやすさも向上し、ICTを活用した教育が、さ
らに進められていることが窺い知れた。
　一方、花まる学習会との官民一体型学校での教育に関連して、花まるタイムでの活動も視察し、地域住民の
教育に対する献身的な貢献があることが仔細にわかった。
　なにより、保護者がこのような公開授業を熱心に参観したり、地域住民が花まるタイムに協力するなどして、
保護者や地域住民との「協働」を示すものである。
　公開授業後には、研究メンバーの斎藤が「AI時代の学校で学ぶべきこと―武内小の取り組みと新学習指導
要領―」と題して、主に武雄市内小中学校の教職員向けに講演した。AI時代に求められる学力と武雄市の「ICT
を活用した教育」がめざす思考力・判断力・表現力との関連、またこうした新しい学力観を実現していく上で
の課題などについて参加者との間で質疑応答がなされた。
（3）キックオフ記者会見
「武雄市小中学校におけるデジタル教科書の実証研究」（2017年10月3日：東洋大学）　
　政府は2020年度にデジタル教科書を本格的に導入する目標で進めている。
　2017年10月から武雄市において、学習者用「デジタル教科書」を教材として利活用する実証研究事業が開始
された。この実証研究事業について、本研究プロジェクトでもこれまでの取り組みに加え、検証を進めること
とした。そこで、キックオフ説明会を開催した。
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　武雄市での取り組みは、2020年度からわが国において導入目標となっている「学習者用デジタル教科書」の
導入を先取り、教材として一自治体の全校導入（学年・教科は限定される）による先行的実証研究で、全国で
も初めての試みである。
　そこで、武雄市から小松政市長、福田孝義市教育委員会ICT教育監、さらに教材として学習者用デジタル教
科書の提供に協力される教科書会社から光村図書の黒川弘一取締役編集本部長、新興出版社啓林館の福尾浩事
業本部統括副本部長、研究メンバーから松原の5名が登壇し、学習者用デジタル教科書の全校導入について説
明した。
　武雄市でこのような実証研究事業に取り組めるのは、児童生徒に一人1台のタブレット端末が配布されてい
るゆえである。
　これを受け、11月には下記のように、学習者用デジタル教科書実証研究公開授業が開催された。
（4）公開授業・研究協議
　「武雄市「ICTを活用した教育」研究プロジェクト・デジタル教科書実証研究公開授業」（2017年11月9日：
武雄市立武雄小学校・北方小学校）
　学習者用デジタル教科書の実証研究に係る2校での授業公開、授業後の研究協議に参加した。
①　武雄小にて、4年生算数「概数とその計算」（山口修平教諭）の授業を視察した。児童はデジタル教科書の
コンテンツが入ったタブレットと紙のノートのみを机の上に置き授業に臨んでいた。児童はデジタル教科書
の画面で四捨五入する位に印をつける際に画面を拡大させたり、ペン機能で印をつけるのを簡単に使いこな
していた。また、デジタル教科書に指で印をつける児童、ペンで印をつける児童、紙のノートに書く児童が
いて、児童自身がデジタル教科書の自分の好みに合った使い方をしていた。
②　北方小にて、4年生国語「ごんぎつね」（福田美幸教諭）の授業を視察した。武雄小での算数と異なり、児
童は紙の教科書も机上に置き、授業を受けた。児童は、物語の設定や登場人物の気持ちの変化に関わる情報
の抜き出しにはデジタル教科書、全体的な時系列の物語の振り返りには紙の教科書を使い、使い分けている
姿がみられた。デジタル教科書の機能を活かして、画面上にメモを書き込む姿もみられ、児童の活用スキル
の高さを窺い知れた。
③　研究協議では、公開授業担当の2教諭、教科書会社、浦郷究武雄市教育長、本研究プロジェクトから斎藤
が登壇した。山口教諭からこれまでの武雄市でのICTを活用した教育コンテンツの蓄積が豊富にあり、8割
の児童が家庭に持ち帰ってタブレットで学習したいといっている旨が説明され、「わかったつもり」に気を
つけ、教育支援ソフトも活用したい意向が示された。福田教諭は教科書内容の抜き出しや書き込みが簡単で、
「マイ黒板」がノートがわりに使え、子どもの慣れは早いと説明した。
　教科書会社はデジタル教科書を、考える道具と位置づけ、スペックに適したコンテンツを提供していく考え
を説明した。斎藤から本研究プロジェクトにおける実証研究検証における目的と方法、今後の研究課題が提起
された。この授業公開、研究協議への参加を通じ、デジタル教科書への理解がより一層深められた。
